




本年度は前年度の組織に変改が加えられ,それにより具体的研究企画の面での

進展が企図されている。

臓器別の分数項目はおおむね妥当である。しかし,重点的に限定するという視

点に立つのがよいと思われるが多少総花的というか,適当でないものが含まれ

ている印象を受ける。しかし研究班員,同協力者はきわめて適任であり,それぞ

れの班で充実した研究企画と組織の下に大きな示唆に富む成果が得られている

ことは認められる。


